
令和２年夏号 （第190号）

山梨県神社庁報 祝

祭
日に
は国旗を掲げましょう

８月10日　山の日

９月21日　敬老の日

９月22日　秋分の日

新型コロナウイルス感染症早期終息祈願祭
（北口本宮冨士浅間神社　竹埜元木、丹澤稜、溝田哲司、河田健介）

　北口本宮冨士浅間神社では大祭「初申祭後日祭」にあわせて終息祈願を斎行した。上文司宮

司斎主の下、会員四名が奉仕。山梨日日新聞、ＵＴＹ、ＣＡＴＶ富士五湖の取材を受けた。
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日
本
に
お
け
る
疫
病
に
関
す
る
記

録
は
、
古
事
記
崇
神
天
皇
の
段
に
て

覗
う
こ
と
が
で
き
る
。
崇
神
天
皇
五

年
に
は
多
く
の
国
民
が
犠
牲
と
な

り
、
翌
六
年
に
神
託
を
受
け
て
日
本

大
國
魂
神
、
大
物
主
神
を
祀
り
祭
祀

を
行
い
、
崇
神
天
皇
七
年
に
終
息
し

た
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
古
き
時
代

よ
り
、
日
本
人
は
祈
り
に
よ
っ
て
疫

病
、
災
害
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
、
我
が
国
を
始
め
、

全
世
界
に
猛
威
を
振
る
い
、
未
だ
危

機
的
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

神
職
が
こ
の
国
難
に
際
し
て
為
す

べ
き
こ
と
と
は
、
只
管
に
祈
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
氏
子

崇
敬
者
の
祈
る
心
が
祭
祀
に
不
可
欠

で
あ
り
、
神
と
人
が
交
流
す
る
場

「
神
社
」
に
お
い
て
、
参
拝
で
き
ず

と
も
疫
病
早
期
終
息
の
神
の
徳
を
頂

く
に
は
崇
敬
の
誠
を
戴
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
祈

願
祭
に
お
い
て
は
、
広
く
氏
子
崇
敬

者
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
広
報
活

動
も
併
せ
て
行
っ
て
い
る
。

こ
の
国
難
に
あ
っ
て
我
々
青
年
神

職
は
、
奉
務
神
社
で
の
祭
祀
の
更
な

る
厳
修
に
努
め
、
氏
子
崇
敬
者
と
共

に
早
い
疫
病
の
完
全
終
息
を
祈
念
す

る
。去

る
令
和
二
年
五
月
六
日
に
神
道

青
年
全
国
協
議
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
全
国
の
青
年
会
員
を
対
象
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
早
期
終

息
祈
願
祭
を
斎
行
し
た
。

当
会
で
は
、
会
員
夫
々
が
奉
務
神

社
及
び
、
神
棚
前
に
て
十
六
頁
掲
載

の
写
真
の
通
り
斎
行
し
た
。

竹

埜

元

木

山
梨
県
神
道
青
年
会
　
会
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

早
期
終
息
祈
願
祭
一
斉
奉
仕

武田神社　岡田美佐子、中村　譲
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一

基
準
の
趣
旨
（
位
置
づ
け
）
に

つ
い
て

山
梨
県
で
は
、
全
て
の
施
設
・
事

業
所
等
に
お
い
て
適
切
な
感
染
防
止

対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
人
と
の

接
触
の
機
会
を
削
減
す
る
た
め
の
配

慮
や
工
夫
を
講
じ
る
よ
う
協
力
を
要

請
し
て
お
り
ま
す
。
神
社
本
庁
か
ら

は
、
感
染
防
止
策
や
衛
生
管
理
の
対

応
、
規
模
や
形
態
を
考
慮
し
た
上
で
、

祭
祀
は
斎
行
す
る
よ
う
努
め
る
べ
き

で
あ
る
と
の
通
達
が
出
て
お
り
ま

す
。
通
常
の
祭
典
を
厳
粛
に
斎
行
す

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
当
庁
と
し
て

具
体
的
対
応
策
を
お
示
し
、
各
社
で

の
ご
検
討
、
ご
判
断
に
資
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

二

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
想
定

し
た
「
神
社
に
お
け
る
新
し
い
生

活
様
式
」
へ
の
対
応
基
準
項
目

【
３
密
の
回
避
】

①
「
密
閉
」
の
回
避

○
三
十
分
に
一
回
、
五
分
程
度
、
二

方
向
の
窓
を
全
開
す
る
な
ど
の
方

法
で
殿
内
、
参
集
所
な
ど
に
お
け

る
必
要
換
気
量
を
確
保
す
る
こ

と
。

②
「
密
集
」
の
回
避

○
御
祈
祷
の
事
前
予
約
や
境
内
で
の

滞
在
時
間
短
縮
の
要
請
な
ど
に
よ

り
、
同
時
に
多
数
の
人
が
集
ま
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

○
境
内
の
一
方
通
行
、
神
振
行
事
並

び
に
露
店
の
出
店
の
形
態
の
変
更

や
自
粛
な
ど
に
よ
り
、
神
社
敷
地

内
で
過
度
に
人
が
密
集
す
る
機
会

を
減
ら
す
こ
と
。

③
（「
密
接
」
の
回
避
）

○
殿
内
の
座
席
は
間
隔
を
空
け
る
な

ど
、
最
低
一
メ
ー
ト
ル
（
マ
ス
ク

着
用
の
な
い
場
合
は
二
メ
ー
ト

ル
）
の
対
人
距
離
を
確
保
す
る
こ

と
。

○
授
与
所
で
は
、
ア
ク
リ
ル
板
、
透

明
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
遮

蔽
す
る
こ
と
。

○
直
会
、
会
議
の
縮
小
に
よ
り
、
近

距
離
で
の
会
話
や
発
声
を
避
け
る

こ
と
。

【
そ
の
他
の
感
染
防
止
対
策
】

①
マ
ス
ク
の
着
用

○
社
頭
に
お
け
る
神
職
や
職
員
の
マ

ス
ク
着
用
を
遵
守
す
る
と
と
も

に
、
参
拝
者
に
も
他
の
参
拝
者
が

い
る
場
合
に
は
、
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
よ
う
周
知
す
る
こ
と
。

②
手
洗
い
・
手
指
消
毒

○
職
員
は
定
期
的
に
手
指
消
毒
、
手

洗
い
を
実
施
す
る
こ
と
。

○
殿
内
に
参
入
す
る
ご
祈
祷
者
は
、

入
口
に
消
毒
設
備
を
設
置
し
た
上

で
、
入
場
時
に
手
指
消
毒
を
実
施

す
る
こ
と
。

③
清
掃
・
消
毒

○
手
水
舎
の
柄
杓
、
鈴
緒
、
座
席
、

ド
ア
ノ
ブ
な
ど
複
数
の
人
の
手
が

触
れ
る
も
の
は
、
高
濃
度
エ
タ
ノ

ー
ル
や
、
漂
白
剤
を
用
い
て
定
期

的
に
清
拭
消
毒
す
る
こ
と
。

○
ゴ
ミ
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
密
閉
し

て
捨
て
る
こ
と
。
ゴ
ミ
を
回
収
す

る
人
は
マ
ス
ク
や
手
袋
を
着
用

し
、
脱
い
だ
後
は
石
け
ん
で
手
を

洗
う
こ
と

④
体
調
チ
ェ
ッ
ク

○
職
員
に
対
し
て
、
業
務
開
始
前
に

検
温
・
体
調
確
認
を
行
う
こ
と
。

○
発
熱
（
例
え
ば
平
熱
よ
り
１
度
以

上
）
や
軽
度
で
あ
っ
て
も
風
邪
症

状
（
せ
き
や
の
ど
の
痛
み
な
ど
）、

嘔
吐
・
下
痢
等
の
症
状
が
あ
る
場

合
に
は
、
出
勤
を
停
止
す
る
こ
と
。

○
ご
祈
祷
者
に
対
し
て
、
発
熱
（
例

え
ば
平
熱
よ
り
１
度
以
上
）
や
軽

度
で
あ
っ
て
も
風
邪
症
状
（
せ
き

や
の
ど
の
痛
み
な
ど
）、
嘔
吐
・

下
痢
等
の
症
状
が
あ
れ
ば
来
社
し

な
い
よ
う
に
呼
び
か
け
る
こ
と
。

状
況
に
よ
っ
て
は
、
入
口
で
体
調

確
認
を
行
う
こ
と
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
想
定
し
た

「
神
社
に
お
け
る
新
し
い
生
活
様
式
」
へ
の
対
応
基
準
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※
神
社
本
庁
「
月
刊
　
若
木
」
よ
り
転
載
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※
神
社
本
庁
「
月
刊
　
若
木
」
よ
り
転
載
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※
神
社
本
庁
「
月
刊
　
若
木
」
よ
り
転
載
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絵
本
日
本
の
神
話

ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
オ
（
第
二
話
）

「
一
般
財
団
法
人
　
日
本
文
化
興
隆
財
団
」
提
供

問
い
合
わ
せ

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
四
│
五
│
十
　

電
　
話

〇
三
│
五
七
七
五
│
一
一
四
五

一
冊
　
二
〇
〇
円

お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
と
、

神
話
の
世
界
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
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（
一
九
一
号
　
第
三
話
へ
続
く
）
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※
神
社
本
庁
「
月
刊
　
若
木
」
よ
り
転
載
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※
神
社
本
庁
「
月
刊
　
若
木
」
よ
り
転
載
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※
神
社
本
庁
「
月
刊
　
若
木
」
よ
り
転
載



○
山
梨
県
神
社
庁
顧
問
参
与
会

神
職
身
分
二
級
以
上
の
神
職
で
構

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
神
社
庁
顧
問
・

参
与
会
第
二
十
八
回
例
会
を
左
記
に

よ
り
開
催
致
し
ま
す

記

一
、
日
　
時

令
和
二
年
九
月
二
十
三
日

（
木
曜
・
友
引
）
午
後
三
時

二
、
場
　
所

ホ
テ
ル
談
露
館

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
て
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○
山
梨
県
神
社
関
係
者
大
会

令
和
二
年
度
神
社
関
係
者
大
会
を

左
記
の
日
程
で
開
催
致
し
ま
す
。
混

迷
す
る
時
局
に
鑑
み
神
職
総
代
相
共

に
神
社
神
道
の
昂
揚
に
邁
進
し
、
以

て
地
域
の
平
安
・
活
性
化
と
国
の
隆

昌
に
寄
与
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

何
卒
万
障
御
差
繰
り
御
参
会
下
さ
い

ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
、
日
　
時

令
和
二
年
十
月
二
十
一
日

（
水
曜
・
先
勝
）

二
、
場
　
所

Ｙ
Ｃ
Ｃ
県
民
文
化
ホ
ー
ル

（
山
梨
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）
大
ホ
ー
ル

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
新
穀
感
謝
祭

我
が
国
の
御
親
神
、
心
の
ふ
る
さ

と
と
仰
ぐ
「
お
伊
勢
様
」。
そ
の
限

り
な
い
御
神
恩
に
感
謝
の
真
心
を
捧

げ
、「
瑞
穂
の
国
」
と
称
え
ら
れ
た

我
が
国
柄
へ
の
思
い
を
新
た
に
す
る

新
穀
感
謝
祭
は
、
本
年
で
六
十
六
回

を
数
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
に
留
意
し
た
旅
程
に

て
実
施
い
た
し
ま
す
。

記

一
、
日
　
時

令
和
二
年
十
一
月
二
十
五
日
・
二
十
六
日

（
一
泊
二
日
）

一
、
神
宮
で
は
御
垣
内
に
て
特
別
参

拝
、
神
楽
殿
で
の
御
神
楽
の
奉
奏

が
執
り
行
わ
れ
、
参
拝
記
念
が
撤

下
さ
れ
ま
す
。

二
、
宿
泊
ホ
テ
ル
、
行
程
、
参
加
費

は
支
部
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
、

支
部
役
員
・
神
社
宮
司
に
お
尋
ね

下
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
事
前
通
知
な
く
旅
行
内

容
の
変
更
等
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

－14－

第190号山　梨　県　神　社　庁　報令和２年夏号

大
月
市
七
保
町
下
和
田
春
日
神
社
例
大
祭

富
士
河
口
湖
町
河
口
浅
間
神
社
太
々
御
神
楽
祭
（
奉

謝
鎮
祭
）

甲
府
市
善
光
寺
柴
宮
神
社
禊
祭
　
甲
府
市
千
塚
八
幡

神
社
み
そ
ぎ
祭
宵
祭
　
甲
斐
市
中
下
条
松
尾
神
社
み

そ
ぎ
祭

甲
府
市
千
塚
八
幡
神
社
み
そ
ぎ
祭
例
大
祭

大
嶽
山
那
賀
都
神
社
大
祓

忍
野
村
忍
草
浅
間
神
社
忍
野
八
海
祭

富
士
吉
田
市
大
明
見
小
室
浅
間
神
社
高
座
神
社
祭

大
月
市
賑
岡
町
畑
倉
春
日
神
社
例
大
祭

冨
士
山
小
御
嶽
神
社
例
祭

石
和
八
幡
宮
摂
社
祭
（
二
十
日
祭
）

昭
和
町
西
条
義
清
神
社
義
清
公
慰
霊
祭

南
ア
ル
プ
ス
市
飯
野
若
宮
神
社
灯
籠
祭
　
南
ア
ル
プ

ス
市
鏡
中
条
巨
摩
八
幡
宮
三
社
合
同
祭

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
鎮
火
祭
（
吉
田
の
火
祭
り
）

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
鎮
火
祭
（
吉
田
の
火
祭
り
）

富
士
河
口
湖
町
浅
川
白
山
神
社
例
大
祭

忍
野
村
忍
草
浅
間
神
社
二
百
十
日
祭

都
留
市
四
日
市
場
生
出
神
社
例
祭
（
八
朔
祭
）

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
八
幡
神
社
秋
祭
　
大
月
市
富

浜
町
鳥
沢
福
地
八
幡
神
社
例
大
祭

甲
府
市
東
光
寺
山
八
幡
神
社
例
大
祭

甲
府
市
宮
前
町
八
幡
神
社
例
大
祭
　
南
ア
ル
プ
ス
市

藤
田
八
幡
社
秋
季
例
祭
　
大
月
市
大
月
町
花
咲
稲
村

神
社
秋
祭
　
大
月
市
賑
岡
町
浅
利
神
田
神
社
秋
祭
　

富
士
吉
田
市
上
暮
地
神
明
社
例
祭
　

富
士
吉
田
市
下
吉
田
小
室
浅
間
神
社
例
大
祭
宵
宮

富
士
河
口
湖
町
船
津
八
王
子
神
社
例
大
祭
（
神
幸
ノ

儀
）

富
士
河
口
湖
町
船
津
筒
口
神
社
例
大
祭
（
神

幸
ノ
儀
）

富
士
吉
田
市
下
吉
田
小
室
浅
間
神
社
例
大
祭
流
鏑
馬

祭
　
忍
野
村
忍
草
浅
間
神
社
末
社
諏
訪
神
社
例
祭

（
秋
季
大
祭
）（
〜
21
日
）

都
留
市
田
野
倉
三
嶋
神
社
例
祭

大
月
市
駒
橋
三
嶋
神
社
秋
祭
　
笛
吹
市
一
宮
町
橋
立

甲
斐
奈
神
社
秋
季
例
大
祭
　
富
士
吉
田
市
大
明
見
小

室
浅
間
神
社
護
國
神
社
招
魂
祭
（
戦
没
者
慰
霊
祭
）

高
根
町
箕
輪
建
部
神
社
例
祭
・
戦
没
者
慰
霊
祭
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祭
　
典
　
日
　
程

祭
　
典
　
日
　
程 

祭
　
典
　
日
　
程 

山
縣
神
社
例
大
祭
・
大
弐
学
問
祭
　
北
杜
市
白
州
町

白
須
若
宮
八
幡
神
社
例
大
祭

甲
府
市
国
玉
町
玉
諸
神
社
摂
社
秋
葉
神
社
祭

朝
気
熊
野
神
社
例
大
祭
宵
祭
　
勝
沼
町
勝
沼
雀
宮
神

社
例
大
祭
　
長
坂
町
大
井
ヶ
森
森
山
諏
訪
神
社
例
祭

朝
気
熊
野
神
社
例
大
祭
本
祭
　
山
梨
市
三
ヶ
所
諏
訪

神
社
秋
季
例
大
祭
　
高
根
町
長
沢
船
形
神
社
秋
季
例

祭
　
小
淵
沢
町
北
野
天
神
社
例
大
祭

山
梨
縣
護
國
神
社
秋
季
例
大
祭
　

牧
丘
町
西
保
中
菅
神
社
秋
例
大
祭
　
甲
斐
市
篠
原
八

幡
神
社
秋
季
例
祭
　
韮
崎
市
韮
崎
町
岩
下
勝
手
神
社

秋
季
例
祭
　
市
川
三
郷
町
宮
原
浅
間
神
社
秋
祭
（
神

楽
祭
）

甲
州
市
塩
山
熊
野
熊
野
神
社
例
大
祭
　
市

川
三
郷
町
鴨
狩
津
向
城
山
神
社
秋
季
例
祭
　

甲
斐
市
西
八
幡
八
幡
大
神
社
秋
季
例
祭
　
南
ア
ル
プ

ス
市
鏡
中
条
巨
摩
八
幡
宮
秋
季
例
大
祭
　
韮
崎
市
藤

井
町
南
下
条
福
地
八
幡
神
社
秋
季
例
大
祭

八
代
町
北
熊
野
神
社
秋
季
例
祭

甲
州
市
塩
山
竹
森
玉
諸
神
社
例
祭

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
菅
田
天
神
社
例
大
祭
　
石
和
町

石
和
八
幡
宮
秋
季
例
祭
　
南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
鰍
沢
八

幡
神
社
秋
祭
　

富
士
吉
田
市
新
屋
山
神
社
奥
宮
祭

甲
斐
国
一
之
宮
淺
間
神
社
秋
季
大
祭
　
甲
府
市
善
光

寺
柴
宮
神
社
例
大
祭
　
甲
府
市
宮
原
町
宇
波
刀
神
社

秋
季
例
祭
　
酒
折
宮
例
大
祭
（
宵
宮
）

甲
府
市
千

塚
八
幡
神
社
秋
季
例
大
祭
　
甲
府
市
国
母
船
形
神
社

例
大
祭
　
一
宮
町
中
尾
神
社
例
祭
　
一
宮
町
末
木
両

之
木
八
幡
宮
秋
季
例
祭
　
昭
和
町
西
条
義
清
神
社
新

穀
感
謝
祭
　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
山
神
社
例
大
祭

富
士
吉
田
市
新
屋
山
神
社
例
大
祭
　
富
士
河
口
湖
町

船
津
八
王
子
神
社
参
籠
祭
　
富
士
河
口
湖
町
船
津
筒

口
神
社
参
籠
祭
　

穴
切
大
神
社
秋
季
例
大
祭
　
酒
折
宮
例
大
祭
　
大
月

市
七
保
町
葛
野
御
嶽
神
社
例
大
祭
　
山
梨
市
正
徳
寺

唐
土
神
社
秋
例
大
祭
　
山
梨
市
大
工
天
神
社
例
祭

身
延
町
八
日
市
場
八
幡
神
社
秋
季
例
祭
　
甲
斐
市
富

竹
新
田
神
明
神
社
例
大
祭
　
南
ア
ル
プ
ス
市
百
々
諏

訪
神
社
秋
季
例
大
祭
　
南
ア
ル
プ
ス
市
上
今
諏
訪
諏

訪
神
社
例
大
祭
　

富
士
河
口
湖
町
浅
川
白
山
神
社
紅
葉
祭
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今
後
の
予
定 

今
後
の
予
定 
今
後
の
予
定 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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去
る
令
和
二
年
二
月
八
日
、
第
一

回
正
ノ
木
祭
実
行
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
本
年
の
正
ノ
木
祭
も
例
年
通
り

開
催
さ
れ
る
方
向
が
示
さ
れ
た
。
二

月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
南
甲
府
警
察

署
と
の
打
合
せ
で
も
、
昨
年
の
良
か

っ
た
点
を
生
か
し
、
反
省
点
の
改
善

を
要
望
さ
れ
例
年
通
り
準
備
を
進
め

る
段
取
り
が
整
っ
た
。

そ
の
時
は
そ
れ
が
ま
さ
か
こ
ん
な

こ
と
に
な
ろ
う
と
は
想
像
も
し
て
い

な
か
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

身
近
に
感
じ
た
の
は
、
模
擬
店
出
店

募
集
真
っ
た
だ
中
の
二
月
二
十
七

日
。
全
国
の
小
中
高
等
学
校
臨
時
休

校
の
措
置
が
取
ら
れ
た
こ
と
だ
っ

た
。
例
年
、
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
る

二
百
軒
を
超
え
る
出
店
や
、
猿
回
し

や
演
芸
な
ど
の
神
賑
行
事
の
準
備
を

こ
こ
で
止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
縁
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
参

拝
者
や
子
供
達
の
顔
を
思
い
出
し

た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
力
は
凄
ま
じ
く
、
世
間
も
自
粛

ム
ー
ド
一
色
と
な
っ
て
い
っ
た
。

「
正
ノ
木
祭
縮
小
開
催
」
の
文
字
が

現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。
関
係
者
各

位
へ
の
負
担
や
迷
惑
を
考
え
る
と
決

断
の
時
か
も
し
れ
な
い
。

苦
渋
の
決
断
が
可
決
さ
れ
た
の

は
、
三
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
二
回
正
ノ
木
祭
実
行
委
員
会
」

だ
っ
た
。

〇
最
重
儀
の
「
例
大
祭
　
正
ノ
木
祭
」

は
、
神
職
、
総
代
、
神
社
関
係
者

の
み
で
斎
行
す
る

〇
御
神
輿
渡
御
に
つ
い
て
は
、
担
が

ず
に
車
に
乗
せ
て
渡
御
し
、
各
御

旅
所
を
巡
行
・
神
事
を
行
う

〇
「
植
木
市
・
屋
台
・
露
店
」
並
び

に
「
道
路
規
制
」
「
神
賑
行
事

（
舞
台
・
演
芸
等
）」
に
関
し
て
は
、

例
年
八
万
人
を
超
え
る
来
場
者
の

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
中
止
の
判

断
を
致
す

結
果
的
に
は
、
御
神
輿
渡
御
も
唐

櫃
に
て
渡
御
を
行
い
、
参
列
者
も
総

代
や
外
郭
団
体
の
代
表
の
み
。
神
職

や
巫
女
も
必
要
最
低
限
の
人
員
の

み
。
と
て
も
静
か
な
「
し
ょ
う
の
き

さ
ん
」
だ
っ
た
。

近
年
ま
れ
に
み
る
感
染
症
は
「
国

難
」
と
も
「
戦
争
状
態
」
と
も
言
わ

れ
、
世
界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
し
て

今
で
も
流
行
の
最
中
で
あ
る
。
我
々

に
出
来
る
こ
と
は
只
祈
る
事
、
そ
し

て
「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
」
や
「
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
」
と
し
て
の
生
活
を
確
立

し
て
、
よ
り
ビ
フ
ォ
ア
ー
コ
ロ
ナ
時

代
の
よ
う
な
生
活
を
取
り
戻
し
て
い

く
か
が
課
題
で
あ
る
。
我
々
は
「
国

の
宝
（
子
供
達
）」
の
為
に
も
、「
輝

け
る
未
来
へ
の
扉
」
を
開
け
ら
れ
る

よ
う
精
進
す
る
時
で
あ
る
。

根

津

佳

明

稲
積
神
社
　
禰
宜

令
和
二
年
稲
積
神
社
例
大
祭
　
正
ノ
木
祭

祓所への参道

御旅所にて 例大祭正ノ木祭
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山
梨
県
神
道
青
年
会
会
員
に
よ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
早
期
終
息
祈
願
祭
の
よ
う
す

住吉神社　藤巻普紀、相田卓也

淺間神社　津金善美

諏訪神社　坂本　圭

甲斐奈神社　 原光啓

大宮五所大神　横森大祐

金山神社　金子雄紀

冨士山小御嶽神社里宮　小佐野正崇、佐々木大地

福地八幡社　渡邊　博

稲積神社　渡辺　僚

山神社　濱　武尊
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